
別紙様式5号(第7の3及び第8の3関係）

１　産地基幹施設等支援タイプ
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費

（円）

類別 類別

（円）

交付金
都道
府県
費

市町村
費

その他

倉敷
市

倉敷青
果荷受
組合

国産原材
料サプラ
イチェー
ン構築

野菜
（キャベ
ツ、青

葱、レタ
ス）

121

当該品
目の全
出荷量
に占める
契約取
引の割
合を47.3
ポイント
アップさ
せる

契約取
引の割

合
52.6％
契約取
引量
72.4t

全出荷
量

137.6t

契約取
引の割

合
45.1％
契約取
引量

154.2t
全出荷

量
341.7t

契約取
引の割

合
64.0％
契約取
引量

240.8t
全出荷

量
376.5t

契約取
引の割

合
100.0％
契約取
引量

1053.3t
全出荷

量
1053.6t

契約取
引の割

合
99.9％
契約取
引量

1001.5t
全出荷

量
1003.0t

100.2%

当該品
目の全
出荷量
に占め
る契約
取引の
割合が
47.4ポイ
ント増加
した

国産原
材料サ
プライ

チェーン
構築

野菜
（キャベ
ツ、青

葱、レタ
ス）

148

基本契
約を締
結してい
る生産
者と中
間事業
者の間
の取引
数量を
1283.3
％アップ
させる

契約取
引量
72.4t

うち
キャベツ

70.0t
青葱
2.4t

レタス
0t

契約取
引量

154.2t

うち
キャベツ
138.5t
青葱
11.8t
レタス
3.9t

契約取
引量

240.8t

うち
キャベツ
172.2t
青葱
35.5t
レタス
33.1t

契約取
引量

1053.3ｔ

うち
キャベツ
928.8t
青葱
96.3t
レタス
28.2t

契約取
引量

1,001.5t

うち
キャベツ
800.0t
青葱

126.5t
レタス
75.0t

105.6%

基本契
約を締
結してい
る生産
者と中
間事業
者の間
の取引
数量が
1354.8
％増加
した

農産物処理加
工施設
　延床面積：
1325.16㎡
　構造：鉄骨2
階建
・電気設備、給
排水衛生設
備、空調換気
設備　一式
・断熱パネル設
備、冷却システ
ム設備　一式

処理量
1920ｔ/年

358,884,000 166,150,000 0 0 192,734,000 H30.2.15

協議会において検討会を
開催し、適性品種の選定
や生産技術の向上、機械
化による面積の拡大、契約
取引のメリット等について
理解を深めてもらうととも
に、現地研修会を実施して
水田における排水対策の
徹底を図った。その結果、
栽培技術の向上とともに、
作付面積の拡大、契約農
家数の増加につながり、目
標が達成できた。しかし、
個別では契約農家での人
出不足が原因で青葱、レタ
スの作付け、圃場管理が
不足し契約取引量は目標
達成していないため、今後
新規契約の開拓を図り、目
標達成を目指す。

協議会での検討会や、
現地研修会を通して栽
培技術の高位平準化と
契約取引への意識の
向上を図った。
その結果、岡山県内の
キャベツ出荷に占める
契約取引の割合及び、
基本契約を締結してい
る生産者と中間事業者
の間の取引数量につ
いて、成果目標を達成
した。青ネギ。レタスの
契約取引の増加のた
め、協議会活動を支援
する。
今後も関係機関と連携
し、排水対策や栽培管
理指導により安定生産
と品質向上を図る。

メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費

（円）

類別 類別

（円）

交付金
都道
府県
費

市町村
費

その他

倉敷
市

有限会
社スカイ
ファーム

畜産生産
基盤育成

強化
(採卵鶏)

179

採卵鶏
における
年間産
卵量の
増加

21.03
kg/年
(H24～
H26年)

20.21
kg/年

19.17
kg/年

21.62
kg/年

21.05
kg/年

21.26
kg/年

21.25
kg/年

(R元年)
104.5%

採卵鶏
における
年間産
卵量は、
0.23kg/
年増加

畜産生
産基盤
育成強

化
(採卵鶏)

181

採卵鶏
100羽当
たりの労
働時間
を削減

16.9時
間/100

羽
(H24～
H26年）

12.4時
間/100

羽

12.2時
間/100

羽

12.2時
間/100

羽

12.3時
間/100

羽

12.2時
間/100

羽

12.2時
間

/100羽
(R元年)

100.0%

採卵鶏
100羽当
たりの労
働時間
を4.71
時間
削減

【H27年度】
・ｳｨﾝﾄﾞﾚｽ鶏舎
1棟
(1,184.61㎡、
71,424羽収容)

・集卵室1棟
(309.43㎡)

・排せつ物処理
利用施設1棟
(1,055.05㎡)

【H28年度】
・ｳｨﾝﾄﾞﾚｽ鶏舎
1棟
(1,184.61㎡、
71,424羽収容)

477,813,600 218,351,000 0 0 259,462,600

【H27年度】
H27.11.9

【H28年度】
H28.9.30

ウィンドレス鶏舎等の整備
により、鶏の適切な生産環
境を確保するとともに、高
病原性鳥インフルエンザ等
のリスク低減や衛生害虫等
の発生を抑制する体制が
強化された結果、鶏の生産
性が向上したことから年間
産卵量が増加し、目標達
成となった。
また、高床開放式鶏舎で
は作業が非効率であったこ
とから従事時間が長かった
集卵・除糞作業が、ウィンド
レス鶏舎等の整備により、
作業効率が向上したことか
ら労働時間が削減され、目
標達成となった。
鶏卵価格及び需給動向の
影響により生産調整を行っ
たため、目標の産卵量及
び羽数は達成には至って
いないが、今後、鶏卵の需
給動向を注視しながら計画
的に増羽、増産を行ってい
くこととしている。

施設整備に係る助言・
指導、飼養管理及び家
畜伝染病の予防に関
する指導、鶏糞の適切
な堆肥化処理の助言・
指導等を行った結果、
目標達成となった。
今後も引き続き関係機
関と連携し、生産性向
上に向けての指導・助
言を行う。
また、目標の産卵量及
び羽数の達成について
は、今後の需給動向を
注視しながら、増羽・増
産に向けての指導を行
うこととしている。

総合
所見

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

負担区分（円）

備考完了年月日

達成率

目標値
（令和元

年）

目標値
（令和元

年）

成果目
標の具
体的な
実績②

事業実施主体の評価３年後
（平成29

年）

計画時
（平成26

年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月日

達成率
目標値
（令和元

年）
達成率

（対象作
物・畜種
等名）②

１年後
（平成29

年）

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
実績②

２年後
（平成30

年）

３年後
（令和元

年）

２年後
（平成30

年）

100.0％

成果目
標の具
体的な
内容①

負担区分（円）

備考

（岡山県　令和元年度）

都道府県の評価２年後
（平成28

年）

５年後
（令和元

年）

（工種、施設区
分、構造、規
格、能力等）

（対象作
物・畜種
等名）①

都道府県の評価計画時
（平成27

年）

３年後
（令和元

年）

（工種、施設区
分、構造、規
格、能力等）

事業実施主体の評価
目標値
（令和元

年）

都道府県平均
達成率

全ての取組において目標を達成し、産地の競争力の強化を図ることができた。

成果目
標の具
体的な
実績①

（対象作
物・畜種
等名）①

市町
村名

計画時
（平成26

年）

１年後
（平成27

年）

２年後
（平成28

年）
達成率

（対象作
物・畜種
等名）②

４年後
（平成30

年）

５年後
（令和元

年）

１年後
（平成29

年）

事業実施後の状況①

            年間総産卵量（kg）/のべ羽数（羽）
計画時（H24～26平均） 9,186,265/436,869
1年後（H27）          9,579,536/473,913
2年後（H28）          9,241,138/482,026
3年後（H29）         10,466,725/484,041
4年後（H30）          9,944,175/472,420
5年後（R元）          9,980,515/469,360
目標値（R元）        10,213,200/480,621

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

計画時
（平成27

年）

　　　　　　総労働時間（時間）/のべ羽数（羽）×100
計画時（H24～26平均）74,016/436,869×100
1年後（H27）         58,787/473,913×100
2年後（H28）         58,787/482,026×100
3年後（H29）         58,787/484,041×100
4年後（H30）         57,915/472,420×100
5年後（R元）         57,233/469,360×100
目標値（R元）        58,398/480,621×100

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

１年後
（平成27

年）

事業実施後の状況①

成果目
標の具
体的な
実績①

３年後
（平成29

年）

４年後
（平成30

年）


